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概況

2023後期（７月後半）から共同利用開始
おおむね順調！

基本的な情報（含マニュアル・ETC）
は装置ウェブをご覧ください。

http://www.o.kwasan.kyoto-u.ac.jp/inst/gaoes-rv/



基本スペック・注意点

• 波長域 : 516-593 nm （固定）

• 波長分解能 : R～65,000

• ファイバー径 : φ2.4 arcsec

• 効率（望遠鏡込み）: 2.5-3.0 %

• Conversion Factor : 1.92 / 1.95 e-/ADU

• Readout Noise : ～4e-

• Dark Current : ～10e- /pix/hr

• Saturation Level : > 51,000 e-

• Readout Time : 30 sec

• 積分の中途読み出し、再開等ができません！
（今後のエンジニアリングで対応予定）

• 指定のRV標準星を一晩に一回取得してください。

• I2セルの出し入れの際、望遠鏡のフォーカス移動が
必要です。



基本的な操作は今はすべてGUIから操作系

• 操作ターミナルはtmuxで統一。一つのスクリ
プトで立ち上げ・終了を行う。

• メインGUI では基本的に
• Data type
• Exp. Time & Num. of Exp.
を選択し、Start を押せばよい。
（CALやRV標準星の設定、積分時間、枚数などが自動で入る）

推奨CAL （トータル ～ 30 – 40分）

• BIAS x 10  （～5分）

• Flat x 20 （～22分）

• Comparison x 1（～3分）

• I2 Flat x 10（I2観測の場合のみ、～12分）



Guide/Acquisition系

• Φ2.4 arcsec のファイバー穴周辺の漏
れ光によるガイド
（Gaussian / Barycenter）

• 天体の導入→ガイド開始は１分以内

• AGカメラ用フィルター（None / ND1-3）の
切り替えはメインGUIからもできる

• 積分時間～5sec
晴れていれば限界等級（～13 mag）

まで問題ない



Data Reduction(Quick/After)

• PyRAFベース+GUIのQLシステムを完備

• 各積分終了後～30秒で以下を自動処理
• Overscan
• Cosmic Ray 除去
• 散乱光除去
• Trace（一次元化）+ Flat fielding + WL calib
• オーダー結合（完全一次元化）

• CALフレームの処理、リファレンスの
作成などもほぼ自動

• コメント欄、QLのカウントはウェブ
ベースのログシステムと連動

空間方向がCCD columnとずれている
ため比較的処理がやっかいなGAOES-RV

• IRAF用 CL-script パッケージ（Subaru/HDS用も同梱）
• リファレンス＋Pythonスクリプト
• ロガー兼解析用GUI（grlog）

は装置ウェブからダウンロードしてユーザー環境
（linuxでのみ確認）で使用できます。



視線速度測定精度（w/I2セル）

• 現状（2023年3月）明るい太陽型星に
対して現時点で約2ヶ月に渡って約
3m/sの精度と安定性を達成

I2セルを使用しての視線速度精密測定をおこなう場合は
一般的な高分散スペクトルの解析に加えて特殊な解析
が必要となります。装置グループが使用する解析コー
ドの利用を期待する場合は装置PI（佐藤）まで連絡の
うえ、共同研究とすることを強く推奨します。



限界等級（w/o I2セル）

r=12.44, g=13.39

1800 sec x2 (secZ=1.6)
S/N ～40-50

S/N < 20  by ETC

• ～13 mag までは天候がよければいける。
• Faint end でETCよりも実測がよい。

今後知見を積んで修正していきたい。
（grlogのコメント欄にGuider上のseeing size を記入しておいてください。）



今後の課題・展望など

• 積分の中途読み出し、中断・再開機能の追加

• 各種バックアップの作成
（Messia-V、制御PC etc）

• カメラデュワーの回転
Bad Columnを避けられる

• スクリプト（自動）観測への対応

• 温度センサー・モニターを充実。測定精度の向上。

短期

中期

半期につき (0.5 x 2) x 3夜のエンジニアリングで対応していく予定

• GAOES-RV観測ランの間では冷凍機を落とすことを予定していたが、DDTや
天文台時間などの対応で半期の間立ち上げっぱなしになる公算が大きい。
• 10日に一度の真空まし引きで対応できている。
• コールドヘッドメンテナンスは必要ない。コンプレッサーのアドゾーバ交換のみが必要
（二年半）。
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